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教育委員と青少年委員との情報交換会

～青少年委員の地区における役割について～

震災体験から復興へ

～越後路の宿泊研修会～～越後路の宿泊研修会～
　平成２１年２月１４・１５日(土・日)、青少年委員会として義援金

を募り送った、新潟県中越地震の現在の復興状況を確認し、被災者

の体験談を聞いて防災に対して意識を高めていこうということで

新潟県に宿泊研修会へ行きました。

　区役所を後に一路新潟へ、最初の目的地「雲洞庵」は越後の名刹

であり、今年話題の大河ドラマで注目されているお寺で、素晴らしい

歴史ある寺でした。

　今回の最大の目的である、２００４年

１０月２３日新潟県中越地震で、もっと

も被害が大きかった旧山古志村 ( 現

長岡市)にあるよもぎひら温泉の金内

智子女将から、その当時の生々しい様子、そして復興の様子をお聞きしました。

　伊藤参事からは、講評と江東区の防災体制についてパンフレットを見ながらお話

をしていただきました。

　翌日は、太平洋と違う冬の荒々しい日本海を見て、寺泊へ、その後、金属洋食器で有名

な燕三条では『スプーン作りの実演』を見学、塩

沢では町おこしの『塩沢ひな雪見かざり』を見学

しました。大事にしているお雛様を、一軒一軒見

ることができ、心がホッとするひとときでした。

　今回はバス移動の間も墨田区で行われた「城東ブロック研修大会」のＤＶＤ、

長年取り組んできた携帯・インターネットのＤＶＤ( 子供向け・大人向け )、

新潟県中越地震の被災地を舞台とした映画「マリと子犬の物語」を上映し、感

動を覚えながら帰途に着きました。

　さて、次回の研修は い・ず・こ・へ…。

▲活動のスライドを見る委員たち

▲熱のこもった情報交換

▲雲洞庵前にて

▲スプーンの製造工程に興味津々

▲女将の話に聞きいる委員たち

　平成２１年３月１８日(水)、江東区文化センターにて教育委員との情報交

換会が開かれました。

　まず、『青少年委員会の活動について』青少年センターの遠藤さんより

スライドで説明があり、続いて各地区に別れ教育委員を交え『青少年委員の

地区における役割について』情報交換しました。

　各地区とも時間が足りなく

なるほどで、各地区ごとに持

ちあがった話をしていただき、

今後の活動に役立てていける

よう心掛けていきたいと改め

て感じました。
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「 地域の中で 区全体で」

江東区青少年センター

所　長

水 落 隆 行

「 はばたく地域の

     コーディネーター 」

江東区 青少年課

課　長

寒 河 江 徹

　進藤会長をはじめ、青少年委員の皆様には、日ごろ

より、青少年の健全育成活動に献身的にご尽力いただ

き心より感謝申し上げます。

　次代を担う青少年の育成は、江東区基本構想の中で

「未来を担うこどもを育むまち 」として重要な施策と

して掲げさせていただいており、地域の人材や団体と

協力して、家庭・学校等を支援し、地域の教育力や地

域社会の絆を育むことが重要としております。

　こうした中で、地域で青少年の実情を的確に把握し、

行政、家庭、学校、地域社会を結び付け、様々な活動

を柔軟かつ創造的に展開されております青少年委員の

皆様は、まさに地域のコーディネーターであります。

その有する可能性や潜在力は限りないものを感じさせ、

青少年の健全育成にとどまらず地域活性化の原動力と

しての期待も寄せられております。

　今後とも、未来を担うこどもを育む地域社会づくり

に向けて、青少年委員の皆様が地域で、はばたき、ご

活躍されますことを祈念いたしますとともに、一層の

ご協力をお願い申し上げる次第でございます。

　青少年委員の皆様には、次代を担う青少年の育成に、

また当センターの事業運営に多大なるご協力を賜り、

ありがとうございます。

　皆様には、地域や学校と密接に関わる日ごろの委員

活動のほか、委員相互が協力して全区的に展開する青

少年委員会活動など、年間を通じ精力的に展開されて

おります。こどもたちの将来の指導者養成を目的とし

たジュニアリーダー講習会に際しては、皆様のご協力

により、今年は１００名を超える受講生が集まりました。

幅広い活動で青少年健全育成に取り組む皆様の熱意に、

心より敬服し、感謝申し上げます。

　青少年を取り巻く状況は、現代社会において、人間

関係の希薄化などを背景とした、様々な問題も深刻化

しています。そのような中で、「地域力」とともにこど

もたちの「生きる力」をはぐくむために、青少年委員の

役割は極めて大きいものと認識しています。

　委員の皆様には、今後とも地域に密着した活動と全

区的な活動を展開され、幅広い年代の青少年育成にご

支援ご協力いただけますよう、お願い申し上げます。

青少年センター職員紹介（青少年委員担当）

高 畑 要

担当２年目となります。昨

年以上に頑張りますのでよ

ろしくお願いいたします。

上 岡 祐 二

今年度から青少年センター

で勤務することになりまし

た。

一生懸命頑張りますのでよ

ろしくお願いいたします。

遠 藤 保 子

あっという間に担当５年目

になりました。青少年委員

の皆様と一緒に活動できる

喜びを感じながらこの一年

も精一杯頑張ります！

◇ 就任のごあいさつ◇
　江東区で青少年委員の担当セクションの人事異動が４月にありました。ここで青少年課課長と青少年

センター所長、そして青少年委員担当職員を紹介します。

山 内 弘 一

青少年委員担当３年目とな

り役割も変わりました。

気分一新、今年度もよろし

くお願いいたします。
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編集後記

「青少年委員だより５３号」

をお届けします。次の担当最

後の号では、もう少し貢献し

たいと思います。（Ｋ・Ｍ)

平成２１年度もスタートしま

した。惰性で流されることな

く、いつまでも新鮮な気持ち

で活動して行きたいものです。

　　　　　　　　（Ｙ・Ｙ)

知って欲しい！感じて欲しい！

都立高校って、どんなところ？
－ 江東区内 都立高校紹介のお知らせ －

　この高校紹介では、区内８校の都立高校が集まり、実際に通っている高校生から、

各校の特色ある教育活動を紹介してもらいます。

　今後の進路を考える絶好の機会です！　みなさまのご参加をお待ちしています！！

日時：２００９年８月２９日（土）　開場（受付）９：００／ 開始 ９：３０（１２：００終了予定）

場所：都立科学技術高等学校　 定員：５００名

対象：中学１～３年の生徒・保護者、小学５・６年の児童・保護者

発表：城東、東、深川、江東商業、第三商業、墨田工業、科学技術、大江戸　計８高等学校

※紹介順は当日決定いたします。

※会場の都合上、同じ紹介を校内２ヶ所で行います。混雑が予想されますのでご了承ください。

第３回を迎える

　　 都立高校紹介

　平成１９年度より始めた江東区

青少年委員会主催の、江東区内にあ

る都立高校８校による『高校紹介』

も今年で３回目を迎えることにな

りました。

　年を追うごとに、好評を得ること

ができ、本年も開催に向けて、着々

と準備を進めております。

東京都青少年委員会

　さる、平成２１年５月３０日(土) 東京都美術館講堂において平成２１年度連合会定期総会が行われ、江東区青少年

委員は１４名参加し、総会はつつがなく無事終了しました。

　ひき続き講演会が行われ、講師として、保護司の藤田志津氏をお迎えし、「子どもたちの未来を信じて」をお話く

ださいました。

　話の中で「人は鏡、万象はわが師　親子、夫婦、交友、隣人すべてが鏡であって、我がこころのままに変わって

行く　人を改めよう、変えようとする前に、まず自ら改め自分が変わればよい　親が変われば子どもが変わる」など、

心に残ることばでした。

青少年委員会の
　パンフレットができました！！
　江東区青少年委員会の活動内容や委員を紹

介したパンフレット「青少年委員ってな～に？」

ができました。区内の公立小中学校に配布して

あります。また青少年委員会のホームページ

（ h t t p : //www. koto- se i shonen .ne t / ）にも

ＰＤＦ形式にて掲載してありますのでご覧く

ださい。

中学校を卒業したら、

都立高校に行きたいと思ってる！

でも都立高校って、

どんなところなんだろう…？

それに、江東区内の都立高校だけでも

 普通科に商業科、工業科に科学技術…。

種類がたくさんあるみたいだ…。

何となくは考えてるけど、

自分が行ってみたい都立高校って

本当はどこなんだろう？？

連合会 総会連合会 総会連合会 総会連合会 総会
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主催：江東区青少年委員会

後援：都立夢の島公園・東京都夢の島熱帯植物館

　９月２６日(土)　都立夢の島公園で

緊急時を想定した江東区在学・在住の

中学生を対象に体験プログラムを実

施します。

　各地区ごとに集合し、青少年委員

が引率し夢の島公園へ向かい、地震

体験車による地震体験、緊急の場合

の対処方法の講習や護身術を体得し

ます。

　人命救助・ＡＥＤについて講習を受

け、受講者には、「救命技能認定証」が

交付されます。更に夜は「夢の島熱帯

植物館 」で、ナイトツアーも体験し

ます。

　定員は５０名で参加費は無料ですが、

定員となり次第受付終了となります。

　　　　 各地区ごとに集合・出発

 ９ : ００　都立夢の島公園集合

　　　　 主催者・来賓挨拶

 ９ : ２０　地震体験車乗車・講習

　　　　 及び護身術体得

 １ ２ : ００　昼食(備蓄食料を用いた食事 )

 １ ３ : ００　救命技能講習

　　　　（修了者認定証交付）

 １ ７ : ００　夕食

 １ ８ : ００　夢の島熱帯植物館ナイトツアー

　　　　　一日のまとめ

　　　　（アンケート記入）

２０ : ００　帰宅

※プログラム

突然目の前で人が倒れたら、すぐに応急手当をする必要がありますが、

あなたは勇気を持って手当てができますか？

お風呂の中・トイレの中で地震が起きたら、あなたはどう対応しますか？

ＡＥＤとは･･･

『ＡＥＤ』って聞いた

　ことが ありますか？

　『ＡＥＤ』とは自動対外式

除細動器といって、心臓が

ぶるぶる震える『心室細動』

を、電気ショックを与えるこ

とで取り除き、本来の動き

を取り戻すための機器です。

　最近、駅や学校、公共施設などに設置されているので目にしたこ

とがあるかもしれません。

　しかし、いざという時、使い方がわからなければ仕方ありません。

　今回は、この『ＡＥＤ』の使い方を知ってもらうために、講習を

行います。

　江東区青少年委員メンバーと地域の中学生が消

防・警察等と交流しながら、豊富な自然の中にある

都立夢の島公園を利用して災害時の体験プログラ

ムを行います。緊急時を想定したプログラムとし

て地震体験車による災害発生時の体験や備蓄食料

を使用した食事など災害時の仮想体験を行います。

　また、救命技能講習を受講し、人命救助が行え

るようにするなど救助ができる青少年の育成を目

指します。上記プログラムを通じて青少年の行動

力と危機管理能力の育成を目指します。

◆ 目 的

～ いざという時 あなたは何ができますか？ ～

「夢の島　中学生　体験プログラム」


